
情報交換会「身近なデジタル技術の活用」の開催について

〇デジタル化の背景
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○人口減少と少子高齢化の進行によ
り、将来の行政サービスの在り方を
はじめ、担い手不足等の地域課題が
顕在化

○暮らし方や働き方など、価値観が大
きく変化するとともに、デジタル技術
を活用したテレワークやオンライン
サービスなどが急速に普及
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― 地域の個性や魅力を生かし、
便利で快適に暮らせる社会 ―

○デジタル技術を活用し、市民生活
の利便性や満足度を向上
○新たなサービスやビジネス機会の
創出

【効果】
✓地域社会の生産性・利便性UP
✓産業や生活の質UP
✓地域の魅力を高める力
✓新しい付加価値 等

現状・解決すべき社会課題 目指すまちの姿と見込まれる効果

【概要】
〇開催時期 7～8月、２時間程度
〇内 容 ・市の事例紹介

・参加団体による事例紹介
・質疑応答、意見交換

【開催目的】
身近なデジタル技術を学び、協議会参
加団体間の情報交換を通じて、デジタ
ルを身近なものととらえ、次のアクショ
ンにつなげるきっかけづくりとする。


